
神戸電鉄粟生線地域公共交通活性化・再生総合事業

沿線地域における重要な交通手段であるとともに地域間の交流や活性化にも大きな役割を担う神戸電鉄粟生線におい

事業期間

22年～23年

沿線地域における重要な交通手段であるとともに地域間の交流や活性化にも大きな役割を担う神戸電鉄粟生線におい
て、神戸電鉄をはじめ、沿線住民や自治体等の関係者が一体となって利用促進策を展開することにより、地域に親し
まれ、地域とともに歩む、持続的・安定的な路線維持と活性化の実現を図ることを目的とする。
【目標】粟生線利用者数 ：平成24年度に年間730万人（平成20年度並み）を目指す

【神戸電鉄粟生線活性化協議会】

神戸市、三木市、小野市、神戸電鉄、
沿線住民代表、兵庫県、近畿運輸局、学識経験者

【神戸電鉄粟生線活性化協議会】

主な事業の概要（22年度） 数字 事業費

●沿線イベントへの旅客誘致
沿線の大規模集

客イベントでの

ＰＲキャンペー

ン、粟生線沿線

のスタンプラリ

12,501千円

主な事業の概要（22年度） ※数字は事業費

●割引制度の充実【シニアパスの発売】
70歳以上の利用者限定で神鉄直営スーパーでの買物割引や沿線施設
の利用特典が付いた神鉄全線・神戸高速全線20日間乗り放題フリー
パスを発売。発売数：22年10月～23年3月 734枚

6,709千円●割引制度の充実【シニアパスの発売】
70歳以上の利用者限定で神鉄直営スーパーでの買物割引や沿線施設
の利用特典が付いた神鉄全線・神戸高速全線20日間乗り放題フリー
パスを発売。発売数：22年10月～23年3月 734枚

6,709千円

のスタンプラリ

ーの開催

●鉄道関連イベント
沿線の小・中・高校、地元団体
参画による地域交流型イベント
の実施

パスを発売。発売数：22年10月 23年3月 734枚パスを発売。発売数：22年10月 23年3月 734枚

8,746千円

①小学生による農業体験校外学習 1,643千円の実施
・七夕列車（7月）、ミステリー
トレイン（8月）クリスマス列車
（12月） 他
・神鉄トレインフェスティバル
・神鉄ラリーフェスタ

①
神戸市域の小学生を対象に
粟生駅周辺で田植え、稲刈り
等の農業体験や陶芸体験学習
を実施。
参加者：田植え体験 約660人
稲刈り体験 約880人

神鉄ラリ

③企画きっぷ自動販売機の設置
無人駅における企画乗車
券（粟生線家族お出かけ
きっぷ等）自動販売機

②小野駅前時間貸しパーク＆ライド
駐車場の整備
小野市初の時間貸し
24時間営業パ キン

4,771千円

●営業情報の提供、企画キップの充実・ＰＲ
・新聞広告による営業ＰＲ（7・12月）
・おでかけガイド 新聞折込・戸別配布等（8月）

65 000部

5,544千円
●営業情報の提供、企画キップの充実・ＰＲ
・新聞広告による営業ＰＲ（7・12月）
・おでかけガイド 新聞折込・戸別配布等（8月）

65 000部

5,544千円 1,827千円

稲刈り体験：約880人

きっぷ等）自動販売機
の設置
（緑が丘、三木、小野）
平成22年12月～3月
770セット

24時間営業パーキン
グの整備（10台）
利用状況:22年10月
～23年3月 1,537台

65,000部
・協議会だより 新聞折り込み配布 19.8万部
・三木金物まつり1dayフリーチケット（11月：215枚）
、スタンプラリー用 1dayフリーチケット
（7月：1,091枚）の発売

65,000部
・協議会だより 新聞折り込み配布 19.8万部
・三木金物まつり1dayフリーチケット（11月：215枚）
、スタンプラリー用 1dayフリーチケット
（7月：1,091枚）の発売



●短期間で利用増が見込める事業を優先的に実施し 約6 5万人の利●短期間で利用増が見込める事業を優先的に実施し 約6 5万人の利●短期間で利用増が見込める事業を優先的に実施し、約6.5万人の利
用増があった。
●短期間で利用増が見込める事業を優先的に実施し、約6.5万人の利
用増があった。

●各種のＰＲ活動により、粟生線の現状及び活性化への取り組みに対
する沿線利用者の認知度は着実に向上した （アンケ ト調査により粟
●各種のＰＲ活動により、粟生線の現状及び活性化への取り組みに対
する沿線利用者の認知度は着実に向上した （アンケ ト調査により粟

企画きっぷの充実と効果的なＰＲ活動
営業情報の提供 小・中学校校外学習利用促進

する沿線利用者の認知度は着実に向上した。（アンケート調査により粟
生線利用者の内、約70％）
する沿線利用者の認知度は着実に向上した。（アンケート調査により粟
生線利用者の内、約70％）

平成22年
（初年度）

・既存企画切符で前年を超える販売があり、広域ＰＲによる効果が
認められた。
・協議会活動の認知度向上や利用促進に一定の効果があった。

営業情報の提供

・農業体験学習は、地元住民の協力による地域連携型事業とし
て好評であり参画意識の醸成にも繋がっている。マスコミ報道も
あり、小学生を通じた利用啓発に寄与した。

小・中学校校外学習利用促進

（初年度）
事業の
効果

・沿線幼稚園、小・中学校、高校や地元団体と連携した地域交流
型のイベントにより、活性化への参画意識醸成に寄与したととも
に、イベント継続希望について高い評価を得た。

鉄道関連イベントの開催

・イベント旅客誘致では 新聞媒体等広域ＰＲを行うことで潜在的
な利用者層への利用啓発が図れた。
・沿線の歴史や自然を活かして、沿線各施設と連携したスタンプラ

ズ

沿線イベントへの公共交通利用促進等

・イベント実施毎に粟生線活性化や協議会活動に対する認知度
は着実に向上した。

リーをシーズン毎に企画し、新規の利用促進を図ることができた。

・認知度向上とともに発売数が順調に増加し、高齢者の中長期利

割引制度等の充実 【シニアパスの発売】
利用しやすい快適な駅づくり

【企画乗車券自動販売機の設置】

・施設整備後、利用者数は順調に増加し、ほぼフル稼働の状態で
推移し 粟生線利用増に大きく寄与している

パーク＆ライド促進等

認知度向 とともに発売数が順調に増加し、高齢者の中長期利
用増と囲い込みに繋がった。

（緑が丘・三木・小野駅）
・発売数は順調に推移しており、乗車券購入環境の向上が図ら
れ、新規利用機会創出に十分効果があったと思われる。

【企画乗車券自動販売機の設置】

推移し、粟生線利用増に大きく寄与している。



●連携計画での目標（平成24年度の輸送人員730万人）を達成する
平成23年度事業による利用増の効果は年間20万人を目指す。

【事業の費用対効果の精査と継続的に取り組み可能な事業の再検討】

・利用者ニーズを適切に反映させ、目標と整合性がとれた定量的・定性的な基準を設定して費用対効
果を精査して評価・改善を行う。その上で国庫負担なしに継続的に地域として取り組む事業を検討・実
施 く

次年度

施していく。

【沿線企業・学校・自治体・住民に対するモビリティ・マネジメントの実施】
・自治体職員自らが先頭にたち 積極的に公共交通利用率先行動を実施するとともに 関係者に働き

以降
・自治体職員自らが先頭にたち、積極的に公共交通利用率先行動を実施するとともに、関係者に働き
かけて取り組み体制を強化する。
・沿線住民に対して、通勤・通学等における自主的な利用促進を図るため、ＭＭを実施（ＴＦＰ、地域で
の説明会・シンポジウム等の開催、広報誌等の媒体を活用したＰＲ等）して、より一層、地域住民の理
解と意識醸成に努める解と意識醸成に努める。

【長期的な視点から粟生線利用に繋がる施策・システムの構築】
・地域の土地利用政策等の見直しや福祉・教育政策と連携、また整合を図って、長期的な視点から粟地域の土地利用政策等の見直しや福祉 教育政策と連携、また整合を図って、長期的な視点から粟
生線の利便性向上を図って粟生線利用に繋がる施策やシステム構築を実施する。


